
「
文
学
の
土
壌
」
が
あ
っ
て
こ
そ
「
文
学
」
が
生
ま
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
土
壌
そ
の
も
の
の
「
大
阪
」
と
「
大
阪

人
」
を
描
く
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
人
間
の
真
実
を
描
く
こ

と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
た
文
学
者
た
ち
が
い
た
。

明
治
1
5
0
年
に
あ
た
る
今
年
は
、
近
代
文
学
の
発

生
か
ら
見
直
す
の
に
格
好
の
機
会
で
あ
る
。
実
は
そ
れ
も

ま
た
、
大
阪
が
始
ま
り
だ
っ
た
。

数
多
い
大
阪
を
描
い
た
文
学
者
の
中
か
ら
、
大
阪
の
ま

ち
と
人
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
幾
人
か
を
見
直
し

て
み
た
い
。

文
学
の
近
代
化
の
嚆
矢
は
大
阪
か
ら

宇
田
川
文
海『
何さ

く
ら
ど
き
ぜ
に
の
よ
の
な
か

櫻
彼
櫻
銭
世
中
』

明
治
18
（
1
8
8
5
）
年
4
月
10
日
、
朝
日
新
聞
連
載

第
1
回
の
紙
面
の
一
部
を
転
載
し
た
の
で
、
じ
っ
く
り
見

て
も
ら
い
た
い
。
タ
イ
ト
ル
に
は
「
趣こ

こ

ろ向
は
沙セ

キ

ス

ピ

ア

士
比
阿
の

肉に
く　

一
斤き

ん

、
文す

が

た章
は
柳
亭
種た

ね

彦ひ
こ

の
正し

よ
う

本ほ
ん

製じ
た
て

」 ［
＊
1
］
と
注

釈
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
連
載
の
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
第

1
回
を
「
発
端
」
と
題
す
る
中
等
学
校
生
3
人
の
会
話
文

と
し
た
点
で
、
挿
絵
は
、
当
時
の
大
阪
で
最
も
ハ
イ
カ
ラ

な
鉄
橋
心
斎
橋
の
橋
上
で
あ
る
。

「
ヤ
ア
中
村
君
、
僕
は
今
で
は
東
京
に
も
滅
多
に
な
い
、

初
代
柳
亭
種
彦
の
正
本
製
を
買
っ
た
が
君
の
は
何
だ
い
」

「
ヲ
ゝ
和
田
君
、
僕
は
翻
訳
書
の
沙
士
比
阿
の
人
肉
質
入

裁
判
さ
。
道
徳
と
法
律
の
関
係
を
容
易
く
知
ら
す
た
め
に

仕
組
ん
だ
、
実
に
世
の
中
の
為
に
な
る
も
の
だ
が
、
趣
向

も
す
こ
ぶ
る
奇
妙
だ
」

「
西
洋
は
人
智
が
開
進
し
て
い
る
か
ら
所
謂
怪
力
乱
神
を

語
ら
ず
で
、
半
開
の
日
本
人
の
目
で
見
る
と
却
っ
て
平
淡

で
味
わ
い
の
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

と
、
立
ち
話
す
る
2
人
に
、
小
説
狂
の
鳥
山
君
が
割
っ
て

入
り
、

「
か
く
言
う
僕
も
今
、
旧
幕
時
代
の
裁
判
書
の
古
写
本
を

求
め
た
が
、
其
の
中
に
面
白
い
裁
判
が
あ
る
故
、
御
両
君

の
人
肉
裁
判
と
正
本
製
の
両
書
を
今
夕
一
夜
拝
借
し
、
御

両
君
の
御
説
を
折
衷
し
て
西
洋
小
説
の
精
神
と
日
本
小
説

の
趣
向
と
互
い
の
妙
所
を
採
り
、
古
写
本
の
実
説
に
交と

り
ま
ぜ加

て
文か

き
ぶ
り法

は
正
本
製
の
顰ひ

そ
み

に
倣
い
、
一
篇
の
小
説
を
作
っ
て

御
両
君
の
御
批
評
を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
」

そ
し
て
、
第
2
回
か
ら
物
語
が
始
ま
り
、
時
は
幕
末
、

舞
台
は
伝で

ん

法ぽ
う

村
か
ら
天て

ん

満ま

天
神
社
、
老お

い

松ま
つ

町
、
中
之
島
、

栴せ
ん

檀だ
ん
の

木き

橋ば
し

、
長
堀
会
所
、
東
役
所
、
網あ

み

島じ
ま

別
荘
と
展
開
し
、

5
月
20
日
の
第
35
回
で
大
団
円
と
な
る
。

登
場
人
物
を
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』

に
当
て
は
め
る
と
、

【
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
】
天
満
老
松
町
高
利
貸
し
桝
屋
五
兵
衛

伝
法
村
に
住
む
弟
与
兵
衛
が
死
に
、
そ
の
一
人
娘
の
お

梅
を
売
り
飛
ば
そ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
大
工
町
網
船
の
船

頭
伊
三
郎
が
助
け
に
入
る
が
、
反
対
に
袋
叩
き
に
あ
う
。

【
バ
サ
ー
ニ
オ
】
天
満
与
力
出
身
の
塾
生
青
木
庄
太
郎

荒
く
れ
も
の
を
蹴
散
ら
し
て
、
お
梅
と
伊
三
郎
を
助
け

る
。
自
分
は
塾
の
師
匠
中
川
貫
介
の
遺
娘
玉
栄
の
養
子
に

迎
え
ら
れ
よ
う
と
す
る
が
、
持
参
金
3
0
0
両
の
工
面

に
難
儀
し
て
い
る
。

【
ア
ン
ト
ニ
オ
】
紀
伊
国
屋
伝
次
郎

与
兵
衛
の
友
人
で
お
梅
の
こ
と
を
託
さ
れ
て
い
た
が
、

江
戸
に
下
っ
て
い
る
間
に
、
五
兵
衛
が
い
い
よ
う
に
し
て

し
ま
う
。
江
戸
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
で
金き

ん

子す

は
な
い
が
、

近
々
川
口
に
入
船
す
れ
ば
1
0
0
0
両
も
あ
る
た
め
、

「
胸
三
寸
を
抵
当
に
」
五
兵
衛
に
3
0
0
両
を
借
り
て
庄

『何櫻彼櫻銭世中』連載第1回の紙面の一部
宇田川文海筆
文学に西欧を持ち込んだ文海の手法は、日本文学における近代化の大
きな一歩だった。挿図にある鉄橋心斎橋は、文明開化の象徴そのもの。
出典／明治18（1885）年4月10日付朝日新聞

宇田川文海
全国を転 と々する中で大阪に行き着いた文海は、
その後リアルな大阪を描くことで、新聞連載流行
作家として活躍した。
出典／『大阪繁昌誌』（1898年、東洋堂）の著者近影

太
郎
に
渡
す
。

【
ポ
ー
シ
ャ
】
東
役
所
裁
決
の
場
に
現
れ
る
大お

お

公こ
う

儀ぎ

隠お
ん

密み
つ

米
田

小
三
郎
［
＊
2
］

実
は
中
川
貫
介
の
遺
娘
で
、
庄
太
郎
を
婿
に
迎
え
る
玉

栄
の
変
装
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、

因
縁
の
絡
み
合
う
中
で
、「
胸
三
寸
の
肉
」
の
裁
決
に
な

だ
れ
込
む
序
破
急
の
テ
ン
ポ
は
、
さ
す
が
に
当
代
初
の
新

聞
連
載
流
行
作
家
宇
田
川
文
海
で
あ
る
。

宇
田
川
文
海
は
本
名
鳥
山
棄す

て

三ぞ
う

、
つ
ま
り
『
何
櫻
彼
櫻

銭
世
中
』
第
1
回
「
発
端
」
の
「
鳥
山
君
」
で
あ
る
。
江

戸
の
本
郷
新
町
に
生
ま
れ
、
僧
籍
に
あ
っ
た
が
、
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
や
く

に
よ
っ
て
還げ

ん

俗ぞ
く

し
、「
ま
い
に
ち
ひ
ら
が
な
し
ん
ぶ
ん
」

の
組
方
に
雇
わ
れ
て
か
ら
新
聞
記
者
と
し
て
立
つ
こ
と
を

決
意
し
、
秋
田
、
神
戸
と
転
々
と
し
て
、
明
治
8

（
1
8
7
5
）
年
、
27
歳
で
大
阪
最
初
の
日
刊
新
聞
「
浪
花

新
聞
」
を
創
刊
し
た
。
明
治
14
（
1
8
8
1
）
年
に
は
創

刊
2
年
目
の
「
朝
日
新
聞
」
に
入
社
し
、『
北
国
奇
談
檐の

き

の
橘
』
を
連
載
し
て
評
判
と
な
り
、
駸し

ん

々し
ん

堂ど
う

本
店
か
ら
出

1
宇う

田だ

川が
わ

文ぶ
ん

海か
い

か
ら
織
田
作
之
助
、
藤
沢
桓た
け

夫お

ま
で
。

大
阪
の
ま
ち
と
人
を
愛
し
、
作
品
と
し
た
作
家
は
数
多
い
が
、

大
阪
文
学
が
大
阪
的
で
あ
る
所
以
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

近
代
文
学
の
発
生
を
起
点
と
し
て
、

新
た
な
文
脈
の
も
と
で
甦
る
井
原
西
鶴
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
精
神
、

エ
ス
プ
リ
の
効
い
た
漫
才
と
の
融
合
な
ど
、

独
自
の
文
学
的
土
壌
を
生
み
出
し
た
大
阪
の
文
化
と
風
土
を
見
つ
め
る
。

大
阪
を
愛
し
た
文
学
者
た
ち
、そ
の
ま
ち
と
人

高
橋
俊
郎

Takahashi Toshirō

た
か
は
し
・
と
し
ろ
う

1
9
5
3
年
生
ま
れ
。
大
阪
市
に
図
書
館
司
書
と
し
て
勤
務

し
、
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
副
館
長
で
退
職
。

現
在
は
大
阪
文
学
振
興
会
総
務
委
員
・
帝
塚
山
派
文
学
学
会

副
代
表
を
務
め
る
傍
ら
大
阪
近
代
文
学
を
研
究
す
る
。
雑
誌

『
大
阪
春
秋
』
編
集
委
員
。
編
集
や
執
筆
に
か
か
わ
っ
た
書
籍

に
『
織
田
作
之
助
』（
河
出
書
房
新
社
）、『
織
田
作
之
助
の
大

阪
』（
平
凡
社
）
な
ど
が
あ
る
。
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版
し
て
5
版
を
重
ね
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
中
座
で

芝
居
上
演
さ
れ
た
。
以
降
新
聞
連
載
小
説
、
駸
々
堂
か
ら

出
版
、
芝
居
に
か
け
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
続
々
と
発
表

し
た
。

文
明
開
化
は
西
欧
に
学
ぶ
こ
と
か
ら
発
し
た
が
、
長
く

漢
文
を
基
本
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
西
欧
を
持
ち
込
ん
だ

の
が
、
日
本
文
学
の
近
代
化
で
あ
る
。

か
の
坪
内
逍
遥
が
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』
の
浄

瑠
璃
風
翻
訳
『
自じ

由ゆ
う

太た

刀ち

余な
ご
り
の
き
れ
あ
じ

波
鋭
鋒
』
を
発
表
し
た
の
が

明
治
17
（
1
8
8
4
）
年
、『
小
説
真
髄
』
と
『
当と

う

世せ
い

書し
よ

生せ
い

気か

た

ぎ質
』
が
翌
18
年
で
あ
る
。
文
海
の
小
説
は
前
近
代
の
残ざ

ん

滓し

色
濃
い
と
し
て
、
近
代
文
学
の
嚆
矢
と
す
る
こ
と
を
は

ば
か
る
向
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
新
聞
連
載
と
い
う
新
た

な
手
段
を
生
み
出
し
て
、
出
版
と
芝
居
に
連
携
さ
せ
た
ビ

ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
は
、
元
禄
の
井
原
西
鶴
に
匹
敵
す
る
革

新
と
は
言
い
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

も
う
一
度
『
何
櫻
彼
櫻
銭
世
中
』
に
立
ち
帰
れ
ば
、
そ

の
タ
イ
ト
ル
の
「
銭
世
中
」
と
は
、
単
純
に
何
と
も
は
や

大
阪
ら
し
い
。
挿
絵
の
、
文
明
開
化
を
象
徴
す
る
鉄
橋
心

斎
橋
の
南
詰
め
か
ら
北
方
向
に
軒
を
連
ね
た
書し

よ

肆し

の
風
景

に
は
、「
駸
々
堂
」
の
看
板
さ
え
見
え
る
。
文
海
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
あ
る
。
そ
こ
で
交
わ
さ
れ
る
、
文
明
開
化
を
一
身

に
背
負
っ
た
感
の
あ
る
羽
織
袴
で
学
帽
を
被
っ
た
中
等
学

校
生
の
会
話
は
、
単
な
る
西
欧
文
化
の
受
容
で
は
な
く
、

和
洋
折
衷
の
積
極
的
な
意
気
込
み
が
う
か
が
え
る
。
し
か

も
舞
台
は
リ
ア
ル
な
大
阪
（
大
坂
）
で
、
登
場
人
物
の
科

白
は
寓
話
性
を
超
え
て
リ
ア
ル
で
あ
る
。
か
つ
て
、
中
国

の
『
棠と

う

陰い
ん

比ひ

事じ

』［
＊
3
］
を
模
し
た
『
大
岡
政
談
』
や
、

西
鶴
に
も
『
本ほ

ん

朝ち
よ
う

桜お
う

陰い
ん

比ひ

事じ

』
の
判
じ
物
が
あ
る
が
、

人
間
の
描
き
方
で
は
文
海
は
極
め
て
近
代
的
で
あ
る
。

大
阪
を
代
表
す
る
小
説
家
と
呼
ば
れ
る
わ
け

織
田
作
之
助『
夫
婦
善
哉
』と

長
谷
川
幸こ

う

延え
ん『
法
善
寺
横
町
』

織
田
作
之
助
が
今
な
お
「
大
阪
を
代
表
す
る
作
家
」
と

呼
ば
れ
る
わ
け
は
、
単
に
大
阪
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
大
阪

で
書
き
、
大
阪
に
題
材
を
求
め
た
小
説
が
多
い
だ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
だ
け
の
意
味
で
は
他
に
何
人
も
の
小
説
家
が

い
る
。
代
表
作
の
『
夫
婦
善
哉
』
や
『
わ
が
町
』、『
木
の

都
』、『
世
相
』、『
競
馬
』
な
ど
に
通
底
す
る
「
大
阪
」
の

と
ら
え
方
に
は
、「
文
学
」
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
要
素

が
「
大
阪
」
で
あ
る
と
い
う
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

『
夫
婦
善
哉
』
が
改
造
社
『
文
藝
』［
＊
4
］
の
栄
え
あ
る

第
1
回
推
薦
を
得
た
昭
和
15
（
1
9
4
0
）
年
6
月
に
書

い
た
『
小
説
の
思
想
』
で
は
、

「
私
は
ま
た
大
阪
を
主
題
に
し
た
小
説
ば
か
り
書
い
て
い

る
が
、
大
阪
人
の
な
か
に
真
実
の
人
間
性
が
見
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
大
阪
に
生
れ
、
大
阪
に
育
ち
、
今
な
お
大
阪

に
住
ん
で
い
る
私
は
、
根
っ
か
ら
の
大
阪
人
で
あ
る
が
、

私
は
今
後
い
よ
い
よ
以
っ
て
大
阪
人
で
あ
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
の
希
望
は
即
ち
『
大
阪
人
が
書
け

る
大
阪
人
』
に
な
り
た
い
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

『
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ソ
レ
ル
が
書
け
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
』
の

よ
う
に
。」

と
書
い
て
、
そ
の
後
、
昭
和
18
（
1
9
4
3
）
年
の
『
わ

が
文
学
修
業
』
に
は
、

「
西
鶴
は
リ
ア
リ
ス
ト
の
眼
を
持
っ
て
い
た
が
、
書
く
手

は
リ
ア
リ
ス
ト
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。」

「
私
に
と
っ
て
、
大
阪
人
と
は
地
理
的
な
も
の
を
意
味
し

な
い
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
も
ア
ラ
ン
も
私
に
は
大
阪
人
だ
。」

「
私
の
文
学
修
業
は
大
阪
勉
強
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な

い
。」

と
言
い
切
っ
て
い
る
。

第
三
高
等
学
校
に
6
年
間
在
籍
し
て
卒
業
で
き
な
か
っ

た
織
田
作
之
助
は
、
劇
作
家
の
夢
を
捨
て
て
小
説
に
踏
み

込
ん
だ
。
そ
れ
に
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
『
赤
と
黒
』
へ
の

共
感
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
が
、『
夫
婦
善
哉
』
の
構
想
は
、

東
京
浅
草
を
彷
徨
し
、
永
井
荷
風
の
『
濹ぼ

く

東と
う

綺き

譚だ
ん

』
の
大

阪
版
を
思
考
し
始
め
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

2
0
1
3
年
の
織
田
作
之
助
生
誕
1
0
0
年
の
際
に
、

作
之
助
の
遺
族
が
保
管
し
て
い
た
2
0
0
0
枚
の
草
稿
・

反
古
原
稿
の
中
か
ら
4
種
類
の
『
夫
婦
善
哉
』
の
書
き
だ

し
草
稿
を
発
見
し
た
。

「
辛
い
勤
め
も
皆
親
の
た
め
と
い
ふ
意
味
の
俗
句
が
あ
る

が
、
春
枝
の
場
合
、
あ
て
は
ま
ら
ぬ
。」
と
い
う
書
き
出

し
で
、
主
人
公
が
「
春
枝
」「
兵
吉
」
の
も
の
。

「
蝶
子
は
亭
主
の
柳
吉
を
折せ

つ

檻か
ん

す
る
と
、
例
も
あ
と
で
後

悔
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
顔
は
見
せ
な
い
か
ら
、

隣
近
所
の
手
前
随
分
損
で
あ
っ
た
。」
と
い
う
書
き
出
し

で
蝶
子
が
柳
吉
を
折
檻
す
る
シ
ー
ン
か
ら
始
め
て
い
る
も

の
。

「
蝶
子
は
亭
主
の
柳
吉
を
折
檻
す
る
と
、
骨
が
く
た
く
た

に
な
る
ほ
ど
疲
れ
た
。」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
折
檻
す

る
夜
の
い
き
さ
つ
か
ら
始
め
て
い
る
も
の
。

そ
し
て
つ
い
に
、

「
天
婦
羅
屋
の
種
吉
の
家
に
は
年
中
借
金
取
り
が
出
は
い

り
し
た
。」
と
、
が
た
ろ
路
地
［
＊
５
］
の
蝶
子
の
実
家
の

描
写
か
ら
書
き
出
し
た
。
長
屋
の
住
人
と
い
う
大
阪
の
庶

民
を
描
く
こ
と
に
目
が
向
い
た
。
こ
れ
が
雑
誌
『
海
風
』

に
発
表
し
た
、

「
年
中
借
金
取
り
が
出
は
ひ
り
し
た
。
節
季
は
む
ろ
ん
ま

る
で
毎
日
の
こ
と
で
、
醤
油
屋
、
油
屋
、
八
百
屋
…
…
」

と
い
う
井
原
西
鶴
ば
り
の
文
体
に
な
っ
た
。
の
ち
に
『
西

鶴
新
論
』
な
ど
著
す
こ
と
に
な
る
作
之
助
に
は
、
西
鶴
の

戯
作
性
と
値
段
な
ど
数
字
の
羅
列
に
よ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
表

現
が
、
意
識
せ
ず
に
宿
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、

織
田
作
之
助
の
西
鶴
の
獲
得
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
文
学
の

土
壌
」
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

次
姉
夫
婦
を
モ
デ
ル
に
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
下
地
に

は
舞
台
を
同
じ
く
す
る
文
楽
の
『
艶は

で
す
が
た容

女お
ん
な

舞ま
い

衣ぎ
ぬ　

上う
え

塩し
お

町ま
ち

酒
屋
の
段
』
を
据
え
、
予
定
調
和
的
で
は
な
く
蝶
子
、

柳
吉
、
双
方
の
親
な
ど
リ
ア
ル
に
書
き
込
ん
だ
と
こ
ろ
が
、

単
な
る
現
代
世
話
物
に
堕
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

単
に
大
阪
風
俗
を
描
き
た
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

「
法
善
寺
裏
」
の
「
め
を
と
ぜ
ん
ざ
い
」
が
ハ
イ
ラ
イ
ト

だ
が
、「
法
善
寺
横
町
」
の
名
は
ど
こ
に
も
出
て
こ
な
い
。

当
た
り
前
で
あ
る
。
そ
の
名
は
、
同
年
8
月
の
『
オ
ー
ル

讀
物
』
に
発
表
さ
れ
た
長
谷
川
幸
延
の
『
法
善
寺
横
町
』

か
ら
定
着
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

長
谷
川
幸
延
は
藤
沢
桓
夫
や
武
田
麟り

ん

太た

郎ろ
う

と
同
い
年
で

治
37
（
1
9
0
4
）
年
に
曾
根
崎
に
生
ま
れ
た
。
劇
作
家

と
し
て
19
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
東
京
に
出
て
長
谷
川
伸し

ん

の

門
下
生
に
な
っ
て
小
説
家
に
な
っ
た
。
37
歳
の
時
の
『
法

善
寺
横
町
』
が
昭
和
15
（
1
9
4
0
）
年
下
期
の
直
木
賞

候
補
に
推
さ
れ
て
か
ら
、
50
歳
の
時
の
『
蝶
々
ト
ン
ボ
』

が
昭
和
29
（
1
9
5
4
）
年
上
半
期
の
候
補
に
な
る
ま
で
、

実
に
7
回
も
直
木
賞
候
補
に
な
り
な
が
ら
受
賞
が
叶
わ
な

か
っ
た
と
い
う
記
録
を
残
し
た
。

『
法
善
寺
横
町
』
は
、
法
善
寺
裏
の
料
亭
小
松
の
下
足
番

由よ
し

松ま
つ

が
水
掛
不
動
に
禁
酒
の
誓
い
を
立
て
た
の
に
、
酔
っ

ぱ
ら
っ
て
「
十
銭
均
一
」
の
看
板
を
中
座
の
菊
五
郎
公
演

に
引
き
ず
っ
て
行
っ
て
立
て
か
け
て
逃
げ
て
来
る
。
そ
れ

が
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
、
事
情
を
知
る
漫
才
師
小
米
と
夫
婦

ぜ
ん
ざ
い
の
出
前
持
ち
源
助
が
正し

よ
う

弁べ
ん

丹た
ん

吾ご

で
派
手
な
喧
嘩

を
し
て
警
察
に
捕
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
騒
ぎ
の
張
本
人
が

自
分
で
あ
る
こ
と
が
露
見
す
る
の
で
は
と
心
配
で
な
ら
な

い
。

「
様ざ

ま

見み

さ
ら
せ
!
」
の
よ
う
に
科
白
も
地
の
文
も
大
阪
の

土
俗
的
な
世
界
を
描
い
て
い
て
、
長
谷
川
幸
延
の
右
に
出

長谷川幸延著『法善寺横町』の表紙
昭和17（1942）年刊
織田作之助の『夫婦善哉』にも登場する「法善寺裏」の元となったのは、
長谷川幸延による『法善寺横町』だった。

織田作之助
昭和14（1939）年、日本工業新聞社の記者になり立ての頃、東高津の末妹
の路地長屋に立つ作之助。「大阪を代表する作家」として、今なおその作品
は多くの人に読み継がれ、愛されている。
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る
も
の
は
い
な
い
。

「
安
う
て
う
ま
い
も
の
」
の
食
べ
歩
き
は
『
夫
婦
善
哉
』

の
大
き
な
魅
力
と
さ
れ
る
が
、
長
谷
川
幸
延
の
作
品
中
に

登
場
す
る
「
大
阪
の
食
傷
小
路
―
─
銘
々
の
特
色
で
飲
ま

せ
る
一
流
、
二
流
が
、
東
か
ら
二
葉
、
お
多
福
、
鶴
源
、

二
鶴
、
正
弁
丹
吾
」
と
う
ま
い
も
の
の
表
現
は
、
織
田
作

之
助
が
太
刀
打
ち
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
役
者

が
違
う
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

そ
の
長
谷
川
幸
延
に
つ
い
て
作
之
助
は
、
昭
和
18

（
1
9
4
3
）
年
の
随
想
集
『
大
阪
の
顔
』
で
こ
う
書
い
て

い
る
。

「
長
谷
川
幸
延
、
宇
井
無む

愁し
ゆ
う

、
大
庭
さ
ち
子
の
諸
氏
も
大

阪
を
描
い
て
い
る
が
、
し
か
し
、
大
阪
を
描
く
と
い
う
こ

と
と
、
大
阪
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
は
自
ら
別
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
ら
の
諸
氏
の
大
阪
を
描
い
た
作
品
に
、
大
阪
的

材
料
を
素
材
に
し
て
い
る
点
を
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

そ
こ
に
大
阪
的
な
も
の
を
、
感
じ
た
こ
と
は
、
か
つ
て
な

い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
い
っ
た
い
に
通
俗
小
説
は
そ
の

本
質
上
大
阪
的
で
有
り
得
な
い
の
だ
。
何
故
な
ら
大
衆
は

リ
ア
リ
ズ
ム
を
嫌
う
。
だ
か
ら
、
通
俗
作
家
の
名
誉
と
は
、

つ
ね
に
リ
ア
リ
ス
ト
失
格
に
甘
ん
ず
る
こ
と
に
あ
る
の
だ

が
、
し
か
し
、
幸
か
不
幸
か
、
大
阪
的
と
は
リ
ア
リ
ズ
ム

を
離
れ
て
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

ま
た
、『
法
善
寺
横
町
』
の
直
木
賞
選
評
で
は
小
島
政

二
郎
が
「
こ
の
種
類
の
作
品
は
書
き
易
い
と
思
う
。
そ
れ

に
、
こ
の
世
界
で
は
秋
田
實み

の
る

氏
が
も
っ
と
旨
く
て
、
深

み
の
あ
る
、
も
っ
と
ペ
ー
ソ
ス
の
あ
る
作
品
を
書
い
て
い

る
。」
と
評
し
て
い
る
。
ど
っ
ぷ
り
と
そ
の
世
界
に
浸
っ

た
者
が
描
い
た
の
と
、
長
屋
住
ま
い
の
周
辺
人
が
描
い
た

の
と
、
同
じ
大
阪
で
も
情
趣
に
は
二
面
性
が
あ
る
。

織
田
作
之
助
は
終
戦
直
後
の
短
期
間
、
太
宰
治
や
坂
口

安
吾
ら
と
と
も
に
デ
カ
ダ
ン
ス
な
生
き
方
そ
の
も
の
と
、

そ
れ
を
反
映
し
た
作
品
内
容
が
既
成
の
文
壇
に
反
逆
し
て

い
る
点
な
ど
か
ら
「
無
頼
派
」
と
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
、

坂
口
安
吾
の
江
戸
期
の
洒
脱
・
滑
稽
な
戯
作
を
復
活
す
べ

き
と
い
う
「
新
戯
作
派
」
に
近
し
い
も
の
を
感
じ
る
し
、

作
之
助
は
西
鶴
以
降
の
「
語
り
」
を
重
視
し
た
軽
妙
・
洒

脱
な
「
戯
作
」
を
目
指
し
て
い
た
も
よ
う
で
、
自
ら
「
日

本
軽
佻
派
」
を
名
乗
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
司
馬
遼
太
郎
の

『
近
代
説
話
』［
＊
6
］
に
つ
な
が
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

織
田
作
文
学
は
、
創
作
期
間
7
年
あ
ま
り
で
喀
血
死
に
よ

り
未
完
成
の
ま
ま
と
な
っ
た
の
が
残
念
で
あ
る
。

大
阪
の
都
会
的
ユ
ー
モ
ア
を
形
成
し
た
3
人
組

藤
沢
桓
夫『
花
粉
』と
秋
田
實
・
長な

が

沖お
き

一ま
こ
と

昭
和
36
（
1
9
6
1
）
年
11
月
に
書
い
た
藤
沢
桓
夫
の

『
わ
が
小
説
』
で
は
、
昭
和
11
年
（
1
9
3
6
）
11
月
7
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
35
回
に
わ
た
っ
て
朝
日
新
聞
夕
刊
に

連
載
し
た
『
花
粉
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
昭
和
十
一
年
、
朝
日
新
聞
に
連
載
し
た
『
花
粉
』
は
、

『
純
文
学
』
の
カ
キ
を
ふ
み
破
っ
た
不
届
き
な
越
境
者
と

し
て
、
私
自
身
に
は
記
念
す
べ
き
最
初
の
作
品
だ
っ
た
。

主
人
公
に
は
、
批
評
家
の
大
先
生
の
毛
ぎ
ら
い
し
そ
う
な

若
い
漫
才
作
者
と
、
俗
臭
紛
々
た
る
船
場
の
大
店
の
隠
居

の
老
人
を
選
ん
だ
。
当
時
の
新
し
い
大
阪
を
描
い
た
風
俗

小
説
と
し
て
幸
い
に
好
評
を
得
た
が
、
右
の
二
人
の
主
人

公
、
そ
れ
か
ら
老
人
の
孫
娘
で
あ
る
女
主
人
公
に
し
て
も
、

善
良
で
い
て
そ
れ
ぞ
れ
つ
む
じ
曲
が
り
の
一
面
を
持
っ
て

い
る
点
、
作
者
と
し
て
は
大
阪
人
の
抵
抗
が
作
品
の
モ

チ
ー
フ
で
あ
っ
た
と
も
い
え
そ
う
だ
。」

藤
沢
の
大
阪
回
帰
を
決
定
づ
け
た
昭
和
8
（
1
9
3
3
）

年
の
大
阪
新
聞
夕
刊
連
載
『
街
の
灯
』
を
皮
切
り
に
、
次

作
が
『
花
粉
』、
次
に
『
新
雪
』、『
翼
』
と
朝
日
新
聞
連

載
小
説
が
続
い
た
。『
街
の
灯
』
で
は
い
ま
だ
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
的
傾
向
が
残
る
中
、
都
会
的
中
間
小
説
［
＊
7
］

注＊
１	

沙
士
比
阿
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
意
。
柳
亭
種
彦
と
は
江
戸
時
代
後
期
の
戯

作
者
。
長
編
合
巻
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
正
本
製

と
は
歌
舞
伎
正
本
の
形
で
書
い
た
草
双
紙
の
こ
と
。

＊
２	

大
公
儀
隠
密
と
は
幕
府
直
属
の
隠
密
で
、
こ
こ
で
は
役
所
の
裁
決
の
場
に
突

然
に
現
れ
て
も
疑
い
を
は
さ
む
余
地
の
な
い
存
在
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

＊
3	

中
国
、
南
宋
の
桂
万
栄
（
け
い
ば
ん
え
い
）
が
著
し
た
裁
判
実
例
集
。
古
今

の
名
裁
判
官
に
よ
る
1
4
4
の
判
例
か
ら
成
る
。

＊
4	

『
文
藝
』
は
改
造
社
が
出
版
し
て
い
た
文
芸
雑
誌
。
文
藝
春
秋
の
『
文
學
界
』

や
新
潮
社
『
新
潮
』
な
ど
と
同
様
の
純
文
学
系
雑
誌
で
、「
文
藝
推
薦
」
は

同
人
誌
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
特
に
推
薦
さ
れ
た
も
の
で
、
新

人
賞
に
当
た
る
。

＊
5	

が
た
ろ
路
地
は
大
阪
市
の
上
町
台
地
に
あ
っ
た
路
地
長
屋
の
俗
称
。
横
堀
や

道
頓
堀
川
の
川
底
浚
い
を
生
業
に
し
た
人
々
が
多
く
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
か

ら
「
が
た
ろ
＝
河
童
」
と
名
付
け
ら
れ
た
ら
し
い
。
織
田
作
之
助
が
生
ま
れ

育
っ
た
長
屋
あ
た
り
が
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
。

＊
6	

文
芸
同
人
誌
。 

昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
５
月
に
司
馬
遼
太
郎
、
寺
内
大
吉
、

清
水
正
二
郎
（
胡
桃
沢
耕
史
）、
石
浜
恒
夫
、
堤
清
二
の
メ
ン
バ
ー
で
創
刊
。

文
学
の
説
話
性
の
回
復
を
目
指
し
、
文
学
界
に
新
風
を
送
っ
た
。

＊
7	

純
文
学
と
大
衆
文
学
の
中
間
に
あ
る
小
説
の
意
で
、
純
文
学
作
品
の
芸
術
性

と
、
大
衆
文
学
の
読
物
的
娯
楽
性
を
あ
わ
せ
も
と
う
と
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

＊
8	

昭
和
5
（
1
9
3
0
）
年
に
横
山
エ
ン
タ
ツ
と
花
菱
ア
チ
ャ
コ
が
コ
ン
ビ
を

組
ん
で
、
背
広
に
「
君
」「
僕
」
の
「
新
漫
才
」
を
始
め
た
。
そ
の
頃
、
東

京
帝
国
大
学
を
中
退
し
た
秋
田
實
は
藤
沢
桓
夫
の
紹
介
で
エ
ン
タ
ツ
を
知
り
、

こ
れ
が
「
し
ゃ
べ
く
り
漫
才
」
の
隆
盛
に
発
展
し
て
い
く
。 藤沢桓夫

昭和11（1936）年頃、法善寺花月前にて撮影された一枚。21歳での
デビューから84歳で亡くなるまで、在阪のまま流行作家であり続けた
藤沢を、菊池寛は「文壇の大阪出張所長」と呼んでいた。
出典／藤沢桓夫写真アルバム

藤沢桓夫とその仲間たち
昭和7（1932）年頃、富士見サナトリウムに入院中の藤沢桓夫（中
央）を見舞に来た林広次（秋田實、左）と長沖一（右）。
出典／藤沢桓夫写真アルバム

に
扉
を
開
い
て
い
た
の
が
、
こ
の
『
花
粉
』
で
は
「
大
都

会
大
阪
」「
都
市
的
ユ
ー
モ
ア
」
と
い
う
藤
沢
文
学
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
開
花
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
司
馬
遼
太
郎

が
評
し
た
「
日
本
に
お
け
る
最
初
の
都
市
感
覚
の
文
学
」

の
誕
生
で
あ
る
。

千
日
前
法
善
寺
の
寄
席
で
漫
才
を
見
て
の
帰
り
に
、
船

場
の
袋
物
問
屋
の
隠
居
七し

ち

宮み
や

七し
ち

兵べ

衛え

と
そ
の
孫
の
現
代
娘

の
円ま

る

女め

は
、
若
き
漫
才
作
者
の
秋
山
次
郎
と
と
も
に
道
頓

堀
筋
の
ま
む
し
屋
で
鰻
丼
を
食
べ
る
。
そ
の
時
、
七
兵
衛

は
秘
か
に
、
円
女
の
フ
ラ
ン
ス
行
き
を
止
め
て
く
れ
た
ら

3
0
0
0
円
を
出
す
と
秋
山
に
持
ち
か
け
る
。
七
兵
衛

の
企
み
が
裏
目
に
出
て
、
結
局
、
円
女
は
洋
行
の
船
上
に

立
っ
て
し
ま
う
。

秋
山
は
フ
ラ
ン
ス
に
旅
立
つ
円
女
を
、
胸
の
薔
薇
が
潰

れ
る
程
抱
き
し
め
る
と
、
円
女
は
下
船
す
る
と
言
い
出
し

た
。
秋
山
と
七
兵
衛
が
岸
壁
で
待
っ
て
い
る
と
、
一
旦
降

船
口
に
向
か
っ
た
円
女
は
急
に
回
れ
右
を
し
て
し
ま
う
。

連
載
第
1
回
は
漫
才
の
舞
台
か
ら
始
ま
る
。
エ
ン
タ
ツ
・

エ
ノ
ス
ケ
で
あ
る
［
＊
8
］。
エ
ン
タ
ツ
・
ア
チ
ャ
コ
に
漫
才

作
家
の
秋
田
實
が
「
早
慶
戦
」
を
書
い
た
の
は
昭
和
9

（
1
9
3
4
）
年
9
月
の
こ
と
で
、
そ
の
年
、
ア
チ
ャ
コ
が

入
院
し
た
の
で
杉
浦
エ
ノ
ス
ケ
と
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

秋
田
實
は
昭
和
10
年
か
ら
爆
発
的
に
漫
才
台
本
を
書
い
た
。

し
ゃ
べ
く
り
漫
才
の
や
り
取
り
か
ら
始
ま
る
新
聞
小
説

と
い
う
の
は
前
代
未
聞
の
斬
新
さ
だ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、

主
人
公
が
京
都
大
学
哲
学
科
卒
の
漫
才
作
者
と
い
う
の
も

意
表
を
突
く
設
定
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
モ
デ
ル
は
秋
田
實

で
あ
る
。
そ
の
周
防
町
に
あ
る
文
芸
部
事
務
所
と
い
う
の

も
、
実
際
に
秋
田
實
が
勤
め
て
い
た
吉
本
興
業
文
芸
部
で

あ
る
。

七
宮
七
兵
衛
の
物
語
に
つ
い
て
は
、『
茶
人
―
─
花
粉

余
聞
』
と
し
て
、
新
聞
連
載
直
後
に
改
造
社
『
文
藝
』
に

発
表
さ
れ
た
。

茶
人
仲
間
の
老
婦
人
の
一
人
語
り
で
、
七
兵
衛
の
船
場

ら
し
い
機
知
に
富
ん
だ
吝り

ん

嗇し
よ
く

振
り
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
披
露
さ
れ
る
。
二
・
二
六
事
件
の
年
に
生
ま
れ
た
新

し
い
船
場
物
語
で
あ
る
。

藤
沢
桓
夫
は
21
歳
で
雑
誌
『
辻
馬
車
』
を
創
刊
し
て
文

壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
84
歳
で
永
眠
す
る
ま
で
流
行
小
説
家
と

し
て
活
躍
し
た
。
菊
池
寛
か
ら
「
文
壇
の
大
阪
出
張
所

長
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
在
阪
の
ま
ま
で
流
行
作

家
で
あ
り
続
け
た
の
は
、
藤
沢
以
前
に
は
な
か
っ
た
。

旧
制
大
阪
高
校
か
ら
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
、
帰
阪
し

て
活
躍
す
る
全
期
間
、
漫
才
作
家
の
秋
田
實
、『
お
父
さ

ん
は
お
人
好
し
』
な
ど
放
送
界
で
も
活
躍
し
た
長
沖
一
と

は
道
を
同
じ
く
し
た
生
涯
の
親
友
だ
っ
た
。

大
都
会
大
阪
の
、
ユ
ー
モ
ア
と
エ
ス
プ
リ
の
効
い
た

「
笑
い
」
は
、
こ
の
3
人
組
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
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